
第１１号
平成２１年１月25 日

主な記事
有線テレビ全町に …………………………… 2 P
議長あいさつ ………………………………… 5 P
町営バスの購入 ………………………………10 P
ここが聞きたい（一般質問） …………………12 P

雪の中での神楽奉納　2009 年元旦（板列神社）



2

一般会計補正に２２億６７４６万円を追加

補
正
予
算
�
�
�
有
線
�
�
�

拡
張
事
業
�
廃
棄
物
処
理
場
�

遮
水
�
�
�
修
繕
料
�
�
�
�

�
�
活
発
�
論
議
�
�
�
�
特

別
会
計
�
含
�
�
全
員
賛
成
�

可
決
�
�
�

主な事業（単位・万円）
有線テレビ拡張事業　　20 億８１２１

電算システム　　　　　　　　２１５

高齢者福祉施設整備　　　　１５００

自立支援医療給付　　　　　　５００

障害者福祉医療　　　　　　　９１２

廃棄物処理施設　　　　　　　２８４

商工会金融支援　　　　　　　３５０

除雪対策事業　　　　　　　　９００

問　

計
画
で
は
情
報
等
、
基

地
局
か
ら
一
方
通
行
が
多
い
。

双
方
向
の
活
用
が
必
要
だ
。

　

例
え
ば
老
人
家
庭
と
�
ル

�
ー
の
連
絡
に
よ
る
元
気
確

認
。
病
院
と
自
宅
療
養
患
者

の
健
康
診
断
も
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
も
多
い
。
当
町
の
計

画
に
は
な
い
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

予
算
の
こ

と
も
あ
り
現
在
計
画
し
て
な

い
が
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

有
線
TV
拡
張
双
方
向
�
福
祉
�
生
�
�

補　正　予　算　名 補　正　額 累計総額

一般会計　　　　　（第６号） 22億 6747 125 億 7908

特
別
会
計

簡易水道　　　（第 2号） 1億 0224 11 億 1428

下水道　　　　（第 2号） 3億 6081 22 億 4195

農業集落排水　（第 2号） 83 1 億 1898

介護保険　　　（第 3号） 事業勘定 572 20 億 3790

国民健康保険　（第 2号）
事業勘定 6306 29 億 7438

直診勘定 700 9021

水
道
事
業

収益的収支　　（第１号）
営業収益 67 1 億 5196

事業費用 389 1 億 8032

資本的収支　　（第１号） 資本的支出 68 1 億 0442

井
田 

義
之 

議
員

有線 TVスタジオ

指
名
業
者
格
付
の

　
　
　
　
　
　

見
直
し

問　

来
年
度
か
ら
指
名
業
者

の
格
付
け
に
変
更
あ
る
の
か
。

副
町
長　

除
雪
協
力
の
業
者

は
保
有
台
数
、
オ
�
レ
ー
タ

ー
の
人
数
等
、
貢
献
度
を
見

直
し
一
定
の
基
準
で
点
数
を

付
加
し
た
い
。

　

ま
た
町
内
に
本
社
、
本
店

の
な
い
業
者
は「
町
外
業
者
」

と
す
る
な
ど
の
見
直
し
の
方

向
で
進
め
て
い
る
。

１２月議会のようす

地域情報化（有線テレビ）に２０億８１２１万円

（単位：万円）
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一般会計補正に２２億６７４６万円を追加

問　

有
線
テ
レ
ビ
拡
張
事
業

は
54
�
の
加
入
で
運
営
経
費

が
賄
え
、
71
�
加
入
で
返
済

も
可
能
に
な
る
。
採
算
面
�
、

情
報
格
差
の
解
消
な
ど
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
加
入

促
進
策
は
。

企
画
財
政
課
長　

詳
細
な
説

明
会
の
開
催
と
、
初
期
加
入

に
つ
い
て
は
、
加
入
手
数
料

１
万
円
と
引
込
線
工
事
費
２

万
９
４
０
０
円
を
無
料
に
。

ま
た
、
標
準
宅
内
工
事
１
万

９
８
０
０
円
に
対
し
て
５
千

円
の
補
助
を
行
い
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

将
来
の
可
能
性
は

問　

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
若
者

定
住
策
、
事
業
者
へ
の
有
効

利
用
な
ど
、
将
来
展
望
は
。

企
画
財
政
課
長　

地
域
情
報

化
計
画
の
な
か
で
、
将
来
構

想
に
つ
い
て
、
で
き
る
こ
と

と
で
き
な
い
こ
と
を
、
各
課

を
あ
げ
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
電
話
は

　
　

民
間
運
用
�
�

問　

庁
舎
�
町
民
の
方
の
通

信
費
削
減
に
期
待
で
き
る
。

民
間
運
用
を
検
討
さ
れ
て
い

る
が
。

企
画
財
政
課
長　

�
Ｐ
電
話

の
設
備
投
資
と
維
持
管
理
を

考
え
る
と
、
民
間
で
の
運
用

を
お
願
い
し
た
い
。
具
体
的

な
話
は
今
後
進
め
て
い
く
。

有
線
テ
レ
ビ
加
入
促
進
策

問　

い
ま
、
米
国
発
の
金
融

危
機
と
社
会
保
障
の
崩
壊
で
、

か
つ
て
な
い
打
撃
的
な
不
況

が
地
元
業
者
と
住
民
を
襲
い
、

年
末
年
始
を
ど
う
迎
え
る
か

と
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
町

独
自
融
資
も
な
い
が
、
業
者

対
策
は
�

商
工
観
光
課
長　

仮
に
町
の

融
資
制
度
が
あ
っ
て
も
、
見

通
し
が
な
い
場
合
は
対
応
で

き
な
い
。

延
納
�
猶
予
の
対
応
�

問　

全
国
的
に
も
中
小
零
細
企
業

は
、
金
融
機
関
か
ら
貸
し
渋
り
・

貸
し
剥
が
し
に
遭
い
重
大
事
態
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
関
係
機
関

と
も
連
携
し
て
年
末
年
始
対
策
を
。

　

ま
た
住
民
の
納
税
も
厳
し
い
事

態
だ
が
、
延
納
・
猶
予
も
検
討
す

べ
き
で
は
。

税
務
課
長　

特
別
な
場
合
に
対
応

し
て
い
る
。　
　

先
に
人
件
費

　
　

削
減
�
�
�

問　

町
長
は
、
先
日
朝
礼
で
職

員
に
「
来
年
度
も
給
与
削
減
を

お
願
い
し
た
い
」
と
語
っ
た
と
聞

く
。
予
算
編
成
も
で
き
て
な
い
の

に
、
給
与
削
減
を
先
に
示
す
の
は

深刻な不況、

年末年始対応に全力を
伊藤 幸男 議員

浪
江 

郁
雄 

議
員

情報の共有化

不況対策を急げ

問
題
だ
。
慎
重
に
対
応
す
べ
き
だ
。

町
長　

そ
う
話
し
た
。

�
�
億
事
業
�

　
　
　
　

�
�
ン
ス
に

問　

総
合
計
画
の
「
商
助
」
規
定

で
は
、
ま
ち
�
く
り
の
主
役
で
あ

る
地
元
業
者
と
と
も
に
、
新
し
い

町
�
く
り
を
め
�
す
こ
と
に
し
て

い
る
。
そ
の
立
場
で
、
20
億
円
の

K
Y
T

全
町
化
計
画
の
仕
事
を
、

業
者
指
導
�
分
割
発
注
・
下
請
け

含
め
、
最
大
限
、
地
元
業
者
に
ま

わ
す
べ
き
で
は
�　

企
画
財
政
課
長　

地
元
業
者
へ
の

仕
事
�
く
り
の
た
め
、
一
層
研
究

し
た
い
。

地域情報化（有線テレビ）に２０億８１２１万円



�

有
線
テ
レ
ビ
整
備
費

　
　

２
０
億
８
千
万
円
強

問　

町
民
が
待
ち
望
ん
だ
整

備
事
業
、
高
い
リ
ス
ク
を
負

う
覚
悟
と
時
期
が
大
切
。

　

基
本
設
計
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

方
式
で
構
築
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式

と
の
違
い
と
、
前
者
を
選
択

さ
れ
た
理
由
は
。

企
画
財
政
課
長　

特
徴
的
な

違
い
は
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式
の
幹

線
は
光
フ
ア
イ
バ
ー
、
家
の

引
込
線
は
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
。

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
は
、
幹
線
・

引
込
線
も
光
フ
ア
イ
バ
ー
。

通
信
速
度
は
速
く
超
高
速
サ

ー
ビ
ス
が
可
能
。
伝
送
途
中

に
ア
ク
テ
ィ
ブ
機
器
が
少
な

糸
井　

満
雄 

議
員

問　

公
設
公
営
と
公
設
民
営

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
差
は

ど
こ
に
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

ネ
ッ
ト
関

連
で
い
え
ば
ケ
イ
オ
プ
テ
ィ

コ
ム
は
６
４
７
５
円
、
町
は

２
千
円
と
大
き
な
差
が
あ
る
。

将
来
は
指
定
管
理
者
へ
の
移

行
も
考
え
ら
れ
る
が
と
り
あ

え
ず
公
営
で
ス
タ
ー
ト
。

問　

民
間
事
業
者
が
回
線
を

介
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
を

す
る
場
合
、
回
線
使
用
料
は

徴
収
で
き
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

利
用
料
を

い
た
だ
き
た
い
が
、
業
者
と

の
話
し
合
い
で
決
め
た
い
。

道
の
駅
施
設
整
備

問　

駐
車
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

は
大
き
く
傷
み
、
外
ト
イ
レ

は
汚
い
。
来
年
に
は
自
然
公

園
ふ
れ
あ
い
全
国
大
会
が
京

都
府
北
部
を
拠
点
に
催
さ
れ

る
。
改
修
は
で
き
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

駐
車
場
整

備
な
ど
予
算
化
し
た
い
。

小
規
模
介
護
施
設
は

問　

三
河
内
で
民
間
業
者
に

よ
る
施
設
開
設
に
む
け
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
他
地

域
か
ら
の
進
出
希
望
は
あ
る

か
。

福
祉
課
長　

あ
る
。
町
内
に

不
足
部
分
の
事
業
を
認
可
し

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
る
。

最
終
処
分
場

　
　
　

シ
ー
ト
破
損

問　

野
田
川
最
終
処
分
場
の

シ
ー
ト
破
損
の
原
因
は
。

住
民
環
境
課
長　

ゴ
ミ
を
除

去
し
な
い
と
解
ら
な
い
が
、

平
成
18
年
に
も
破
損
事
故
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
は
金
属
片

等
鋭
利
な
も
の
が
突
き
刺
さ

っ
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た

の
で
、
似
た
よ
う
な
こ
と
か

と
考
え
て
い
る
。

税
徴
収
に
関
し
て

問　

税
務
課
職
員
だ
け
で
な

く
、
他
課
の
職
員
も
臨
機
に

応
援
体
制
が
と
れ
な
い
か
。

町
長　

各
課
も
使
用
料
な
ど

担
当
分
野
が
あ
り
手
一
杯
。

大
規
模
投
資
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー

く
保
守
が
容
易
で
コ
ス
ト
も

低
い
。
映
像
変
質
な
ど
比
較

し
て
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
を
導
入
。

与
謝
野
町
の
地
域
情
報
化
に

と
っ
て
、
ベ
ス
ト
と
判
断
し

て
選
択
し
た
。

徴
収
職
員
の
知
恵
と
行
動

問　

有
線
テ
レ
ビ
施
設
使
用

料
（
滞
納
繰
越
分
）
の
残
額

繰
越
額
は
。

加
悦
地
域
振
興
課
長　

平
成

19
年
度
決
算
で
１
１
５
万
円

の
滞
納
繰
越
額
の
内
、
43
万

円
を
徴
収
し
た
が
、
現
在
は
、

70
万
円
の
滞
納
額
。

問　

廃
棄
物
最
終
処
分
場
で

は
、
遮
水
シ
ー
ト
の
機
能
が

命
で
あ
る
。
危
険
が
予
知
で

き
る
立
派
な
施
設
（
野
田
川

処
分
場
）
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
18
年
に
続
き
２
回
連
続

し
て
損
傷
す
る
こ
と
は
、
重

大
な
こ
と
で
あ
る
。
シ
ー
ト

製
造
者
お
よ
び
施
工（
工
事
）

業
者
な
ど
関
係
者
立
会
い
の

上
、
徹
底
的
に
原
因
の
究
明

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

住
民
環
境
課
長　

原
因
究
明

に
あ
た
っ
て
は
、
業
者
に
十

分
指
示
し
、
原
因
の
特
定
に

努
め
た
い
。

加
入
促
進
に
助
成
は

問　

地
域
情
報
化
（
有
線
テ

レ
ビ
な
ど
）
に
伴
う
、
加
入

促
進
と
し
て
の
助
成
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

旧
加
悦
町

の
実
績
例
に
準
じ
、
一
般
世

帯
お
よ
び
共
聴
世
帯
は
５
千

円
、
母
子
・
父
子
・
老
人
世

帯
・
障
害
者
家
庭
は
９
千
円
、

生
活
保
護
家
庭
は
全
額
助
成

を
し
た
い
。（
一
世
帯
１
テ

レ
ビ
の
宅
内
配
線
工
事
）

共
聴
ア
ン
テ
ナ
撤
去
費
は

問　

既
存
の
共
聴
ア
ン
テ
ナ

の
撤
去
費
用
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

有
線
テ
レ

ビ
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
と
、

不
要
に
な
る
共
聴
ア
ン
テ
ナ

の
撤
去
費
用
は
、
組
合
で
撤

去
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
費

用
を
町
が
助
成
す
る
と
い
う

方
法
と
し
た
い
。

遮
水
シ
ー
ト
損
傷

    

原
因
の
徹
底
究
明
を

小
林 

庸
夫  
議
員

有線テレビ中継器

野田川最終処分場

上
山　

光
正 

議
員



�

　町民の皆様には、輝かしい平

成２１年の新春をご家族お揃い

で健やかにお迎えのことと心か

らお慶び申し上げます。

　昨年は、合併して３年目の年

でありましたが、第１回の町内

一周駅伝競走大会が開催される

など、町民相互の融和が図られ

一層の一体感の醸成が図られた

と思っております。また、策定

されました行政改革大綱と総合

計画の遂行元年として持続可能

な与謝野町への第一歩を踏み出

した年でありました。

　迎えました平成２１年は、合

併４年目を迎えましたが、世界

的な経済不況に陥っており、与

謝野町におきましても行財政運

問　

当
町
の
中
小
零
細
企
業

は
、
長
引
く
不
況
の
中
で
本

年
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
で

あ
り
年
末
の
資
金
需
要
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
今
回
の

緊
急
融
資
の
対
象
業
種
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
た
と
聞
く
が
、

当
町
の
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

年
末
か
ら

年
度
末
に
か
け
て
多
く
の
申

し
込
み
が
出
て
く
る
と
思
う
。

認
定
は
進
ん
で
い
る
が
融
資

に
は
保
証
協
会
の
一
定
の
チ

ェ
ッ
ク
が
入
る
。

阿
蘇
シ
ー
の
全
体
像
は

問　

長
期
に
わ
た
る
多
額
の

事
業
だ
が
、
後
４
年
で
完
了

の
予
定
。
そ
の
全
体
像
は
ま

だ
で
き
て
い
な
い
が
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

建
設
課
長　

設
計
審
査
委
員

会
で
完
了
年
度
に
向
け
て
全

体
計
画
を
立
て
る
予
定
。

本
年
度

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
の
状
況

問　

年
度
の
３
分
の
2
が
終

ろ
う
と
し
て
い
る
が
売
上
、

収
支
の
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

入
館
料
で

約
1
千
万
円
の
収
入
減
で
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
だ
。

問　

来
年
度
は
老
朽
化
し
た

設
備
投
資
が
必
要
と
い
わ
れ

て
い
る
が
。

商
工
観
光
課
長　

大
型
修
繕

は
ま
だ
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
。
小
修
繕
で
前
年
同
額

を
考
え
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業

認
可

問　

利
用
者
は
当
町
で
何
人

ぐ
ら
い
と
考
え
る
か
。

福
祉
課
長　

現
在
当
町
で
２

事
業
所
あ
る
。
今
回
の
事
業

所
は
１
ユ
ニ
ッ
ト
で
９
人
の

方
の
入
居
者
を
予
定
さ
れ
て

い
る
。

年
末
年
度
末
融
資
の

円
滑
な
認
定
を

営、また、住民生活の面でも一

層厳しいことが予測されますが、

自助、共助、公助の協働の精神

で、抱えます諸課題に果敢に対

応し、議会と行政が一体となり

この難局を乗り越え、持続可能

なまちづくりを軌道に乗せなけ

ればなりません。

　本年はいよいよ３月から町民

バスが運行されます。多くの皆

さんが利用されることを願って

おります。また、有線テレビが

野田川、岩滝地域へ拡張の運び

となり、平成２２年には放送が

開始される予定であり、情報の

共有など一体感の醸成に寄与す

るものと思っております。

　議会といたしましても、地方

分権が進み自治体の自主的な決

定と責任が拡大した今日、自治

体事務の立案、決定、執行 ､ 評

価における論点、争点を広く町

民に明らかにする責務を有して

おり ､ 積極的に情報をお知らせ

し、町民の皆様に信頼される議

会を目指さなければと考えてお

ります。山積いたします課題克

服に、住民福祉の向上に努めて

まいります。皆様のご指導ご鞭

撻を心からお願い申し上げます。

　今年一年が与謝野町にとりま

して明るい良い年であり、町民

の皆様のご多幸を心から祈念い

たしまして年頭のあいさつとい

たします。

谷
口 

忠
弘 

議
員

協働の力でまちづくりを軌道に

議 長　森　本　 敏　

阿蘇シーサイドパークの活用を



�

問　

水
の
汚
染
の
原
因
で
あ

る
窒
素
を
減
ら
す
た
め
の
装

置
が
故
障
と
あ
る
が
、
埋
め

立
て
が
終
わ
っ
て
も
、
有
害

物
質
を
流
し
て
は
い
け
な
い

半
永
久
的
な
施
設
。

　

ま
た
、
遮
水
シ
ー
ト
が
破

損
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
二

度
目
の
破
損
は
早
す
ぎ
な
い

か
。

住
民
環
境
課
長　

機
械
物
は

５
年
で
故
障
す
る
こ
と
も
あ

る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

加
悦
も
２
度
直
し
て
い
る
。

遮
水
シ
ー
ト
は
、
二
重
に
な

っ
た
安
全
性
の
高
い
も
の
だ

が
、
破
損
し
た
場
合
は
感
知

し
、
警
報
を
発
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
も
れ
る
前

に
黄
信
号
を
送
っ
て
く
れ
る

安
全
な
も
の
。

問　

住
民
に
と
っ
て
は
安
全

に
配
慮
し
た
処
分
場
と
い
う

最
終
処
分
場
故
障
の
原
因
究
明
を

問　

三
河
内
に
認
知
症
介
護

施
設
が
で
き
る
が
、
地
元
へ

の
説
明
が
遅
い
の
で
は
。

福
祉
課
長　

町
の
直
接
事
業

で
は
な
く
、
民
間
施
設
の
た

め
少
し
遅
れ
た
が
、
隣
組
に

挨
拶
廻
り
と
近
く
説
明
会
を

も
つ
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

問　

介
護
は
大
切
な
事
業
だ

け
に
、
地
域
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
地
元
と
の
調
和
を

大
切
に
。

福
祉
課
長　

そ
の
よ
う
に
業

者
へ
指
導
を
し
て
い
る
。

自
然
循
環
農
業

　
　
　

推
進
事
業

問　

１
０
０
万
円
の
委
託
料

は
豆
っ
こ
推
進
費
と
聞
く
が
、

ど
の
よ
う
な
推
進
事
業
内
容

で
、
委
託
会
社
は
ど
の
よ
う

な
会
社
か
。

農
林
課
長　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
に
昨
年
豆
っ
こ
米
を
２

千
袋
、
今
年
４
千
袋
を
販
売

し
た
。
更
に
販
売
促
進
を
図

る
た
め
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
専

門
会
社
に
委
託
す
る
。

問　

行
政
の
関
わ
る
、
地
域

特
産
、
ふ
る
さ
と
産
品
の
販

売
促
進
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
推

進
を
持
ち
か
け
て
く
る
が
、

業
者
は
売
れ
る
、
売
れ
な
い

は
別
に
促
進
事
業
費
を
取
る
。

事
業
内
容
が
問
題
だ
が
。

農
林
課
長　

丹
後
の
特
Ａ
米

の
審
査
に
関
わ
る
会
社
で
も

あ
り
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

の
扱
う
お
米
の
販
売
促
進
を

受
け
持
つ
グ
レ
イ
ン
Ｓ
Ｐ
と

い
う
会
社
で
、
当
町
も
そ
の

会
社
に
委
託
し
販
売
促
進
に

つ
な
げ
た
い
。

高齢福祉施設整備事業

畠
山 

伸
枝 

議
員

多田 正成 議員

改装中の高齢者グループホーム

こ
と
に
な
る
。
業
者
の
責
任

と
原
因
の
究
明
を
。

住
民
環
境
課
長　

メ
ー
カ
ー

の
補
償
は
な
い
が
、
修
繕
の

と
き
に
掘
り
返
し
て
原
因
を

調
べ
た
い
。

発
達
障
害
児
の

　
　
　
　

早
期
発
見

問　

こ
の
分
野
は
、
あ
ま
り

理
解
さ
れ
て
い
な
い
が
、
早

期
発
見
で
子
ど
も
の
健
全
な

発
達
に
つ
な
が
る
意
義
の
あ

る
事
業
。
発
見
さ
れ
た
あ
と

の
サ
ポ
ー
ト
は
。

保
健
課
長　

3
保
育
所
の
年

中
児
76
人
を
対
象
に
行
う
。

発
達
障
害
が
あ
れ
ば
臨
床
心

理
士
に
保
育
所
に
出
向
い
て
、

指
導
を
し
て
い
た
だ
く
。
必

要
が
あ
れ
ば
保
健
所
の
指
導

も
受
け
ら
れ
る
。

問　

も
う
少
し
早
い
段
階
で

の
早
期
発
見
は
困
難
か
。
早

い
ほ
う
が
よ
い
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

保
健
課
長　

今
回
は
就
学
前

の
保
育
所
な
ど
で
の
集
団
生

活
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
っ
て
い

く
た
め
の
も
の
。

元気に育て　子どもたち



�

問　

豆
っ
こ
肥
料
を
使
用
し

た
「
京
の
豆
っ
こ
米
」
の
面

積
の
拡
大
予
定
と
今
の
施
設

を
修
繕
し
た
が
、
肥
料
生
産

は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
。

　

生
産
コ
ス
ト
を
も
っ
と
下

げ
る
別
の
施
設
を
考
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

農
林
課
長　

自
然
循
環
農
業

の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
豆

っ
こ
米
の
販
売
促
進
を
進
め

て
い
く
。
豆
っ
こ
米
の
作
付

面
積
は
昨
年
は
６
８
ha
、
今

年
は
９
０
ha
。
平
成
23
年
度

は
１
６
８
ha
に
広
げ
る
計
画
。

　

肥
料
生
産
は
今
の
施
設
で

い
け
る
予
定
。
別
の
施
設
に

つ
い
て
は
ま
だ
具
体
的
に
は

考
え
て
い
な
い
。

問　

農
業
振
興
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
の
が
、
有
害
獣
だ
。

シ
カ
は
す
ご
く
増
え
て
い
る
。

　

兵
庫
県
朝
来
市
で
は
、
地

域
の
山
麓
を
２
ｍ
の
メ
ッ
シ

ュ
で
囲
い
、
材
料
費
は
全
額

行
政
持
ち
と
聞
く
。

　

こ
の
た
び
の
金
融
恐
慌
は

す
さ
ま
じ
い
。
地
方
は
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
当
町
で
も
雇
用

の
確
保
も
併
せ
て
こ
の
よ
う

な
対
策
が
取
れ
な
い
か
。

町
長　

こ
の
こ
と
は
大
変
深

刻
に
受
け
と
め
て
い
る
。
高

校
生
と
の
対
話
の
な
か
で
も
、

何
と
か
し
て
欲
し
い
と
の
声

が
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
今
後
ど

う
対
応
す
る
か
庁
舎
内
で
検

討
し
て
い
く
。

農
業
振
興
と
有
害
獣
対
策

問　

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
不

況
対
策
に
取
り
組
む
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

犠
牲
者
を

出
さ
な
い
と
い
う
思
い
で
取

り
組
み
た
い
。

問　

融
資
を
申
し
込
ん
だ
が
、

保
証
協
会
に
は
ね
ら
れ
た
と

の
実
態
が
あ
る
。

　

業
者
の
融
資
の
状
況
を
調

査
し
、
実
行
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
町
が
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

実
態
調
査

の
な
か
に
項
目
を
い
れ
調
査

し
た
い
。
町
で
も
融
資
の
相

談
は
受
付
け
て
お
り
、
さ
ら

に
強
め
た
い
。

行
政
機
構
の
見
直
し

問　

服
務
・
財
務
規
則
な
ど

合
併
し
た
町
に
ふ
さ
わ
し
く
、

さ
ら
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

特
に
、
教
育
委
員
会
の
独

立
性
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

副
町
長　

教
育
委
員
会
の
独

立
性
は
尊
重
し
て
い
る
。

効
率
的
な
地
域
情
報
化
に

問　

加
悦
の
有
線
テ
レ
ビ
が

全
町
に
広
が
る
が
、
岩
滝
の

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
か
。

業者の営業を守る

　　金融支援の充実を

問　

要
・
準
要
保
護
児
童
、

生
徒
援
助
費
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
学
校
も
保
護
者
に

声
を
か
け
て
い
る
か
。

教
育
次
長　

学
校
で
は
制
度

紹
介
は
し
て
い
る
。

問　

い
つ
で
も
申
込
む
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

教
育
次
長　

状
況
が
厳
し
い

の
で
、
教
育
委
員
会
で
は
年

度
中
途
で
も
判
定
し
て
い
る
。

問　

準
要
保
護
の
場
合
の
所

得
の
基
準
は
あ
る
か
。

教
育
次
長　

家
庭
の
事
情
に

配
慮
し
、
所
得
基
準
は
設
け

て
い
な
い
。

推
進
計
画
書
ど
う
配
布

問　

自
然
循
環
型
農
業
推
進

で
の
計
画
書
の
配
布
先
は
。

農
林
課
長　

広
く
配
る
も
の

で
な
く
、
豆
っ
こ
米
の
販
売

戦
略
に
使
い
た
い
。

遮
水
シ
ー
ト
の
破
損
は

問　

野
田
川
廃
棄
物
処
理
場

の
遮
水
シ
ー
ト
の
破
損
箇
所

の
区
画
の
掘
削
は
。

住
民
環
境
課
長　

こ
の
部
分

は
管
理
を
し
て
い
る
業
者
で

の
掘
削
と
な
る
。

問　

通
常
の
理
解
で
は
、
こ

の
よ
う
な
方
式
で
は
、
自
己

修
復
シ
ー
ト
が
あ
り
、
少
量

の
水
漏
れ
で
は
穴
の
部
分
が

膨
張
し
て
塞
ぐ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
。

住
民
環
境
課
長　

そ
の
シ
ー

ト
は
張
っ
て
い
な
い
。

生
徒
援
助
費
の
手
続
き
は

　

別
々
の
運
営
で
は
非
効
率

で
、
一
体
的
な
運
営
形
態
が

必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

今
後
検
討

す
る
。

 

　

毅 

議
員

野村 生八 議員

有
吉 

正 

議
員

豆っこ米の貯蔵庫



8※ 原稿はすべて本人が提出しています。

質
疑　

井
田

　
　

賛
成
全
員

下

水

道

問　

借
入
金
に
5
�
以
上
の

高
利
が
50
件
以
上
あ
る
。

　

今
年
度
の
繰
り
上
げ
償
還

で
金
利
軽
減
は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
5
�
以
下
で
も
繰
り

上
げ
の
対
象
と
な
る
規
則
改

繰
上
償
還

�
�
年
�
金
利
軽
減
は
�
�
�
�

正
を
要
望
す
べ
き
で
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

今
年
度
は

下
水
道
が
3
千
万
円
、
全
会

計
で
1
億
6
千
万
円
軽
減
と

な
る
。
5
�
以
下
も
要
請
し

て
い
く
。

繰り上げ償還
　

　過去、財務省等から借

入れた高い金利の借入金

を、現在の安い金利の資

金に借換えを行い、期日

までに返済すること。

（今まで公的資金を繰り

上げ償還することができ

なかったが、昨年から一

定の条件を満たせば認め

られるようになった。）

問　

扶
助
費
で
介
護
者
激
励

金
の
増
加
は
、
施
設
へ
入
所

で
き
な
い
こ
と
が
要
因
か
。

福
祉
課
長　

40
名
分
の
増
加

だ
が
施
設
に
入
れ
な
い
こ
と

も
要
因
の
一
つ
だ
。

問　

生
活
機
能
評
価
の
仕
組

み
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
委

託
料
が
大
き
く
減
じ
た
か
。

保
健
課
長　

今
年
度
は
、
自

己
記
入
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
必
要
な
人
の
み
を
対
象
と

し
た
。

　
　
　
　
　

賛
成
全
員

　

在
宅
介
護
の
増
加
は

問　

地
域
で
喜
ば
れ
て
お
り
、

う
れ
し
い
。
今
回
の
補
正
予

算
で
は
、
患
者
数
が
増
え
た

の
に
赤
字
が
増
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
な
�
か
。

保
健
課
長　

前
年
度
実
績
で

予
算
を
組
ん
だ
が
、
積
算
時

に
は
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
た
。

問　

収
入
支
出
そ
れ
�
れ
の

前
年
度
実
績
だ
け
で
な
く
、

運
営
状
況
を
基
本
に
予
算
を

組
む
べ
き
だ
。

保
健
課
長　

見
極
め
が
難
し

い
が
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

賛
成
全
員

石
川
診
療
所

　

患
者
数
�
増
加

一
般
会
計

　

補
正
予
算

　

有
線
テ
レ
ビ
の
町
内
全

域
へ
の
拡
大
は
、
一
体
化
の

醸
成
の
た
め
に
も
、
一
日
も

早
い
取
り
組
み
が
切
望
さ

れ
て
き
た
が
、
今
回
、
１
年

余
り
の
期
間
で
拡
大
さ
れ

る
こ
と
は
大
変
な
英
断
と

評
価
す
る
。

　

町
政
懇
談
会
�
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け

て
、
地
上
�
ジ
タ
ル
開
始
を

睨
み
な
が
ら
、
難
視
聴
対
策

と
し
て
の
必
要
性
�
、
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
方
式
と
い
う
最
新
の

シ
ス
テ
ム
で
�
リ
ア
の
拡

大
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

高
速
�
ー
タ
通
信
が
可
能

に
な
る
。

　

20
億
の
巨
費
を
投
じ
る

事
業
と
し
て
、
多
く
の
加
入

に
期
待
し
た
い
。

農
業
集
落
排
水

簡

易

水

道

井
田 

義
之 

議
員

 　

毅 

議
員

 　

毅 

議
員

野
村 

生
八 

議
員

賛
成
討
論

地域医療の充実を

賛
成
全
員

特別会計補正

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

介

護

保

険

繰り上げ償還

用語の解説
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（
改
正
内
容
）

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
監
査
の

要
求
・
決
算
等
の
審
査
に
つ

い
て
所
要
日
数
の
変
更

　
　
　
　
　

賛
成
全
員

加
悦
木
工
加
工
施
設　

　
　
　
　

条
例
の
改
正

（
改
正
内
容
）

施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管

理
者
に
行
な
わ
せ
る
た
め　

監
査
委
員
条
例
の
改
正

問　

今
日
ま
で
の
状
況
は
。

農
林
課
長　

昭
和
60
年
度
に

約
１
千
万
円
を
投
じ
た
施
設
。

今
後
も
木
工
作
業
を
通
し
て

高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り
の

場
な
ど
に
活
用
す
る
。

 

平
成
21
年
か
ら
�
Ｐ
�
法

人
を
指
定
管
理
者
に
す
る
た

め
条
例
改
正
が
必
要
。

　
　
　

質
疑　

小
林

　
　
　
　
　

賛
成
全
員

町
と
し
て

　
　
　

必
要
な
施
設
�

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

問　

現
行
出
産
育
児
一
時
金

35
万
円
を
38
万
円
に
。

保
健
課
長　

産
科
医
療
補
障

制
度
が
、
来
年
１
月
導
入
。

　

一
時
金
の
引
き
上
げ
３
万

円
は
、
保
険
料
に
充
て
ら
れ
、

通
常
の
妊
娠
・
分
娩
で
も
、

脳
性
�
�
の
子
ど
も
が
生
れ

た
場
合
、
妊
産
婦
に
３
千
万

円
の
補
償
金
が
支
払
わ
れ
る
。

　
　

　
　
　

    

賛
成
全
員

町
道
明
石
香
河
線
改
良
工
事
請
負
契
約
の
変
更

井
田 

義
之 

議
員

上
山 

光
正 

議
員

上
山 

光
正 

議
員

間伐材の加工施設

明石香河線　待たれる早期完成

土
質
調
査
に
原
因
�　

�
�
�
�
万
円
増
額

一
時
金
�
万
円
引
�
上
�

条例一部改正

問　

今
年
度
、
水
道
工
事

で
�
ー
リ
ン
グ
の
箇
所
不

足
か
ら
、
契
約
変
更
で
増

額
が
２
件
あ
っ
た
。

　

今
回
も
同
じ
�
ー
リ
ン

グ
調
査
の
本
数
不
足
が
原

因
だ
。
町
の
ミ
ス
か
。
業

者
の
ミ
ス
か
。
今
後
の
改

善
策
は
。

建
設
課
長　

法
的
に
必
要
な

箇
所
は
�
ー
リ
ン
グ
し
た
が
、

結
果
と
し
て
調
査
本
数
が
不

足
し
て
い
た
。

　

今
後
は
業
者
等
と
も
協
議

し
、
ミ
ス
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
　
　

賛
成
全
員
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地方の医療整備まだまだ不足
　高齢化の進展等に伴って増加が見込まれる社会

保障費を 23 年度まで、年２２００億円抑制する

方針が踏襲されている。

　この抑制方針を撤廃し、患者負担の軽減や地方

政府関係者

京都府知事

適正な社会保障費の確保を求める

　京都府の組織体制の見直しにより、丹後農業研究所

（京丹後市弥栄町）の米部門を亀岡市に移転集約される

計画となっているが、特 A 評価の丹後コシヒカリの産

地としては容認できない。

　丹後農業研究所の米部門は、稲作管理、良食味米ほ

場データー収集等さまざまな情報を農家へ提供してい

る。

　                                　賛成全員

京都府丹後農業研究所

　　米部門必要だ

　

（
審
議
会
の
構
成
か
ら

              

議
会
議
員
を
除
外
す
る
）

　
　

質
疑　
　

廣
野　

上
山

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
討
論　

　
　
　
　
　
　
　

賛
成
13
人　

反
対
１
人

上
下
水
道
審
議
会

　

条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
取
得

　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
町
営
バ
ス
の
購
入
契
約

          　
　
　
　
　

 

�
�
�
�
万
円
）

　
　

※
運
行
は
丹
後
海
陸
交
通
㈱
に
委
託

　
　

質
疑　

廣
野　

　

谷
口　

井
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員

｛

コミュニティバス　ひまわり

においての医療従事者および施設の不足の解消を

図り、適正な医療サービスのために必要な予算や

適正な社会保障費の財源を確保されるよう求める。

　                            　賛成全員

意見書２件

11月臨時会

京都府丹後農業研究所
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視
察
日　

平
成
20
年
11
月
27
日

視
察
先　

愛
媛
県
今
治
市 

目�

的　

タ
オ
ル
産
地
の
現
状
と
自

　

治
体
は
ど
う
支
援
し
て
い
る
か
。

　

わ
が
国
の
地
場
産
業
�
伝
統
産
業
、

特
に
繊
維
の
環
境
は
厳
し
い
中
で
、

全
国
の
6
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
産
地

と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
そ
の
要
因

は
、
タ
オ
ル
に
止
ま
ら
ず
医
療
用
か

ら
、
�
フ
ラ
ー
、
帽
子
に
至
る
商
品

�
く
り
と
、
価
格
も
数
百
円
か
ら
１

万
円
を
超
え
る
物
ま
で
多
彩
だ
。

　

近
年
は
、
ア
ー
ト
�
ィ
レ
ク
タ
ー

佐
藤
可
士
和
氏
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
の
「
産
業

は
最
も
大
事
」
と
の
思
い
の
中
で

産
業
教
育
推
進
�
地
元
出
身
成
功

者
の
も
と
に
派
遣
す
る
ベ
ン
チ
ャ

ー
留
学
等
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

視
察
日　

平
成
20
年
11
月
28
日

視
察
先　

愛
媛
県
内
子
町

目�

的　

行
政
主
導
の
農
業
の
現

　

状
に
つ
い
て
。

　

内
子
は
、
30
年
の
歴
史
が
あ
り
、

年
間
50
万
人
が
訪
れ
る
町
並
み
の

先
進
地
、
一
方
で
は
行
政
主
導
で

の
高
次
元
農
業
に
取
り
組
み
成
功

し
て
い
る
先
進
地
で
も
あ
る
。
高

次
元
農
業
を
背
景
に
「
販
売
施
設

か
ら
り
」
に
も
５
０
万
人
が
安
心
・

安
全
な
農
産
物
を
求
め
て
訪
れ
る
。

　

徹
底
し
た
土
壌
診
断
に
基
�
く
、

環
境
保
全
農
業
を
婦
人
と
高
齢
者

が
支
え
て
い
る
。
そ
の
理
論
構
築

は
、
ヨ
ー
�
ッ
�
�
オ
�
ア
ニ
ア

ま
で
の
先
進
地
研
修
を
含
む
「
知

的
農
村
塾
」
が
あ
り
、
全
国
成
功

地
の
講
師
に
学
び
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
残
留
農
薬
分
析
で
、
こ
こ

ま
で
で
き
る
の
か
と
感
心
し
た
。

更
な
�
向
上
�
目
指
し
て

10
月
30
日　

　

鳥
取
県
北
栄
町

10
月
31
日

　

岡
山
県
奈
義
町

　

合
併
し
て
３
年
目
を
迎
え

た
与
謝
野
町
議
会
、
議
場
で

の
発
言
、
活
性
化
�
ル
ー
ル

�
く
り
は
一
定
の
方
向
性
が

確
立
で
き
た
と
思
う
。

　

地
方
分
権
の
進
む
今
、
地

方
自
治
の
責
務
は
増
々
重
く

私
達
議
会
も
現
状
を
打
破
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　

北
栄
町
で
は
議
会
の
憲
法

で
あ
る
�
議
会
基
本
条
例
�

の
制
定
に
向
け
、
ま
た
議
会

�
ー
ム
�
ー
ジ
で
、
議
会
、

議
員
の
動
き
を
ス
ピ
ー
�
ィ

に
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
、
議

員
と
し
て
の
責
務
の
再
認
識
、

町
民
と
の
意
識
の
共
有
を
目

指
し
た
改
革
に
取
り
組
ま
れ

て
い
た
。

　

ま
た
奈
義
町
は
全
議
員
に

よ
る
町
民
と
の
懇
談
会
を
実

施
さ
れ
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
多
く
の
意
見
を
、
今

後
の
町
政
に
い
か
に
し
て
反

映
さ
せ
る
か
、
検
討
協
議
中

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

�
�
�

　

研
修
を
終
え
、
私
達
は
数

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
研

修
の
成
果
を
ど
う
す
れ
ば
、

こ
の
町
に
生
か
せ
る
か
協
議

を
重
ね
て
い
る
。

　

町
民
と
行
政
、
そ
し
て
議

会
の
あ
り
方
、
い
ま
大
き
な

転
換
期
に
あ
る
こ
と
も
念
頭

に
、
町
民
の
代
表
者
と
し
て

の
自
覚
を
再
認
識
し
、
更
な

る
向
上
を
模
索
す
る
た
め
の

参
考
と
な
る
研
修
で
あ
っ
た
。

委
員
会
�
活
動
報
告議

会
運
営
委
員
会

産業建設常任委員会
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�
�
�
聞
�
�
�

12
月
定
例
会
�
14
人
�
質
問
�
�
�
�

三セク加悦総合振興の存亡を問う
服部 博和 議員

合併後の水道料金設定の考え方は
上山 光正 議員

市場小耐震化工事の下請け業者対策
有吉 　正 議員

 

消防・防災体制の充実、強化を
糸井 満雄 議員

　

定額給付金についての期待と対応は
浪江 郁雄 議員

スポーツ振興支援補助金の予算化を
家城 　功 議員

地方の財政健全化法をどう考える
伊藤 幸男 議員

リフレ再開の見通しは
 　毅 議員

介護保険制度見直しにむけて
畠山 伸枝 議員

織物技能訓練センターの今後
多田 正成 議員

地域の足となる町営バス運行間近に
谷口 忠弘 議員

観光拠点は「リフレかやの里」
田 博文 議員

暮らしと営業の支援策
野村 生八 議員

野田川改修・下流部に遊水地帯必要
井田 義之 議員

[ 質問議員と内容 ]

一般質問

�
�
�
聞
�
�
�

三セク加悦総合振興の
　　　　　　 　存亡を問う
借入金の1,700万円は会計処理上の問題

服部 博和 議員

野田川親水公園

問�

三
�
ク
会
社
６
社
共
、

累
積
債
務
を
抱
え
て

戦
々
恐
々
の
状
態
だ
。

　

地
方
自
治
法
に
よ
る
と
50

�
以
上
の
出
資
会
社
に
対
し

て
、
行
政
は
主
体
的
な
責
任

を
負
う
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
際
す
べ
て
の
三
�
ク

を
精
査
し
、
残
す
・
整
理
・

直
営
の
仕
分
け
を
す
る
時
に

来
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

又
加
悦
総
合
振
興
の
経
営

悪
化
が
著
し
い
。

　

リ
フ
レ
か
�
の
里
の
二
の

舞
を
避
け
る
た
め
、
次
の
こ

と
を
質
す
。
町
か
ら
の
借
入

金
１
７
０
０
万
円
の
返
済
期

日
が
迫
っ
て
い
る
が
�

副
町
長�

会
計
処
理
上

の
問
題
で
実

態
は
な
い
。

問�

�
Ｔ
Ｔ
債
借
入
の
使

途
は
公
共
物
建
設
だ

っ
た
の
だ
か
ら
、
町
が
返
済

し
て
も
良
い
の
で
は
�

副
町
長�

借
入
れ
し
た

者
が
返
済
す

べ
き
だ
。

問�

経
営
危
機
の
原
因
で

あ
る
製
造
委
託
先
の

契
約
違
反
に
つ
い
て
法
的
措

置
は
�

副
町
長�

出
資
者
が
出

る
事
で
な
い
。

問�

加
悦
総
合
振
興
に
支

援
す
る
考
え
は
�

副
町
長�

損
失
補
償
契

約
し
て
い
な

い
の
で
、
し
な
い
。

問�

シ
ル
ク
�
�
�
ー
事

業
に
つ
い
て
巷
間
流

布
さ
れ
て
い
る
事
に
つ
い

て
�

副
町
長�

産
業
建
設
委

員
会
で
調
査

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
報

告
を
待
つ
。
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し
て
も
良
い
の
で
は
�

副
町
長�

借
入
れ
し
た

者
が
返
済
す

べ
き
だ
。

問�

経
営
危
機
の
原
因
で

あ
る
製
造
委
託
先
の

契
約
違
反
に
つ
い
て
法
的
措

置
は
�

副
町
長�

出
資
者
が
出

る
事
で
な
い
。

問�

加
悦
総
合
振
興
に
支

援
す
る
考
え
は
�

副
町
長�

損
失
補
償
契

約
し
て
い
な

い
の
で
、
し
な
い
。

問�

シ
ル
ク
�
�
�
ー
事

業
に
つ
い
て
巷
間
流

布
さ
れ
て
い
る
事
に
つ
い

て
�

副
町
長�

産
業
建
設
委

員
会
で
調
査

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
報

告
を
待
つ
。

市場小耐震化工事の下請け業者対策
できない。府の指導も同様

有吉　正 議員

子どもたちも安心

合
併
後
�
水
道
料
金
設
定
�
考
�
方
�

当
面
�
上
水 

� 

簡
水
同
額
料
金
�命の水大切に

上山 光正 議員

問�

請
負
業
者
が
完
成
寸
前

（
出
来
高
率
99
・
６
�
）

で
自
己
破
産
を
申
請
さ
れ
た
。

工
事
発
注
者
の
町
に
は
、
当
初

請
負
額
の
一
割
（
４
８
２
万
円
）

の
違
約
金
が
入
る
。
残
工
事
他

諸
費
用
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
残
金
を
下
請
け
業

者
に
払
っ
て
は
。

町
長�

こ
の
契
約
は
発
注
者

の
町
と
請
負
業
者
と

の
間
の
契
約
で
あ
り
、
町
が
下

請
け
業
者
に
違
約
金
の
残
金
を

分
配
す
る
こ
と
は
、
破
産
法
に

よ
る
分
配
手
続
き
の
阻
害
行
為

に
あ
た
り
、
で
き
な
い
と
考
え

る
。
府
も
そ
の
よ
う
な
行
為
は

行
っ
て
い
な
い
し
、
行
う
べ
き

で
は
な
い
と
の
指
導
。

頑
張
�
自
治
体　

国
�
採
点

問�

11
月
16
日
の
京
都
新
聞
、

「
頑
張
る
自
治
体
」
国
が

採
点
、
財
政
支
援
、
同
規
模
で

も
支
給
格
差
５
倍
と
の
記
事
が

載
っ
て
い
る
。
こ
の
差
は
何
故

起
こ
っ
た
の
か
。
こ
の
総
務
省

の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
�
グ

ラ
ム
」
の
制
度
が
続
く
と
、
ま

す
ま
す
差
が
大
き
く
な
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
る
。

町
長�

差
の
原
因
が
分
か
っ

た
今
、
シ
�
ッ
ク
を

受
け
る
必
要
は
な
い
。
人
件
費

の
削
減
に
取
り
組
み
つ
つ
、
公

共
施
設
の
耐
震
化
�
そ
の
他
懸

案
事
項
に
つ
い
て
も
、
特
例
債

�
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
必

要
な
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て

い
る
。
さ
ら
に
「
頑
張
る
町
」

を
目
指
し
て
い
く
。

問�

基
本
水
量
制
は
、

水
道
の
普
及
と
生

活
環
境
の
改
善
に
加
え
、

料
金
を
低
廉
に
抑
え
る
た

め
政
策
的
に
配
慮
さ
れ
た

制
度
。
基
本
水
量
内
は
同

一
の
金
額
で
、
こ
の
料
金

体
系
へ
の
不
公
平
感
が
強

い
。

　

平
成
８
年
に
料
金
制
度

審
査
会
の
答
申
を
受
け
、

日
本
水
道
協
会
は
「
基
本

水
量
制
」
を
原
則
廃
止
と

し
た
。　

　

全
国
的
に
も
料
金
改
定

に
併
せ
て
基
本
水
量
制
を

廃
止
す
る
市
町
が
多
く
な

っ
た
。

　

上
水
道
は
企
業
法
の
適
用

が
強
制
さ
れ
、
一
方
の
簡
易

水
道
は
法
非
適
用
と
根
柢
か

ら
異
な
り
、
同
じ
町
の
水
道

で
も
原
価
の
構
成
が
異
な
る

事
も
許
容
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、

給
水
人
口
約
2
万
5
千
人
に

対
す
る
低
廉
な
「
命
の
水
」

の
供
給
と
使
用
水
量
に
応
じ

た
適
正
な
対
価
を
求
め
た
い
。

　

単
に
、
画
一
的
な
「
値
上

げ
」
で
な
く
、
合
理
性
あ
る

小
区
分
に
見
直
し
、
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
内
容
と
、

そ
の
説
明
責
任
を
果
す
こ
と
。

町
長�

当
町
も
基
本
料

金
に
基
本
水
量

を
付
し
た
基
本
料
金
制
を
採

用
し
て
い
る
。

　

上
下
水
道
審
議
会
の
答
申

は
、
町
民
の
公
平
性
、
町
内

の
一
体
化
を
考
慮
し
た
簡
易

水
道
と
同
額
の
１
千
５
百
円

の
改
定
原
案
を
妥
当
と
し
た
。

当
面
は
上
水
・
簡
水
を
同
額

料
金
に
し
て
、
平
成
28
年
統

合
時
に
改
め
て
判
断
す
る
。



一般質問　ここが聞きたい！

1�

ガンバル消防団員

定
額
給
付
金
�
�
�
�
�
期
待
�
対
応
�

効
果
�
疑
問
�
持
�

�

検
討
課
題
�
調
�
�
�
�

浪江 郁雄 議員

消防・防災体制の充実、強化を
消防団員確保や処遇の改善施策を進めている

糸井 満雄 議員

本庁舎の相談窓口

問�

消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
、
強
化
は
災
害
に
強

い
ま
ち
�
く
り
の
最
重
要
課

題
で
あ
り
、
地
域
防
災
の
中

核
と
な
る
の
が
消
防
団
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
消
防
団
員
の
減

少
が
進
み
、
団
員
の
確
保
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
今

後
地
域
防
災
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
。
団
員
確
保
の
た

め
に
は
、
住
民
の
理
解
、
事

業
所
な
ど
の
協
力
が
必
要
で
、

ま
た
、
出
勤
、
出
動
し
�
す

い
環
境
�
く
り
が
重
要
で
あ

る
が
、
対
策
は
。

町
長�

町
広
報
誌
を
通
じ

区
長
会
な
ど
地
域

か
ら
も
加
入
推
進
の
お
願
い

を
し
て
お
り
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
消
防
団
員
確
保
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
団

員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
、

「
研
修
補
助
金
」
の
支
給
な
ど
処

遇
改
善
策
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

に
つ
い
て
も
、
今
後
、
税
制
面
で

の
優
遇
措
置
な
ど
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

自
主
防
災
の
充
実
強
化
�

問�

自
主
防
災
組
織
の
充
実
は
、

防
災
意
識
の
高
揚
お
よ
び

災
害
時
に
お
け
る
人
命
、
財
産
を

守
る
上
で
重
要
。
現
存
の
自
治
消

防
隊
、
水
防
隊
な
ど
の
育
成
強
化

を
図
る
た
め
の
公
助
と
し
て
の
役

割
は
。

町
長�

地
域
の
防
災
活
動
を
支

援
し
、「
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

基
本
的
な
考
え
を
啓
発
、
防
災
活

動
�
訓
練
を
行
い
た
い
。

問�

総
額
２
兆
円
の
定
額

給
付
金
は
、
急
激
な

物
価
高
に
加
え
、
所
得
の
伸

び
悩
み
に
苦
し
む
家
計
を
応

援
す
る
た
め
の
生
活
支
援
と
、

金
融
不
安
に
伴
う
景
気
の
先

行
き
不
安
に
対
応
す
る
た
め

の
経
済
対
策
と
い
う
二
つ
の

意
味
合
い
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長�

い
ろ
い
ろ
と
議

論
さ
れ
て
お
り
、

批
判
も
あ
る
。
支
持
し
な
い

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

あ
り
、
効
果
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る
。

　

当
町
の
全
給
付
額
は
４
億

円
弱
。
有
効
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

問�

迅
速
・
円
滑
・
無
事

故
の
運
用
に
は
準
備

に
万
全
を
尽
く
す
べ
き
で
あ

る
。

　

高
額
所
得
者
問
題
を
含
む

町
長
の
認
識
と
対
応
は
。

町
長�

各
課
で
、
想
定

さ
れ
る
検
討
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い

る
。
高
額
所
得
者
に
対
す
る

所
得
制
限
は
、
設
け
な
い
ほ

う
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
末
年
度
末
の
支
援
策
は

問�

10
月
末
か
ら
始
ま
っ

た
緊
急
保
証
制
度
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
期
待

を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

年
末
・
年
度
末
に
向
け
て
、

本
町
の
中
小
企
業
支
援
策
は
。

町
長�

既
に
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
経

営
の
立
て
直
し
を
期
待
す
る
。

年
末
・
年
度
末
に
向
け
て
の

新
た
な
支
援
策
は
考
え
て
い

な
い
。

糸井 満雄 議員



一般質問　ここが聞きたい！

1�

伊藤 幸男 議員

家城 　功 議員

�
�
�
�
振
興
支
援
補
助
金
�
予
算
化
�

生
涯
�
�
�
�
全
般
枠
�
�再
検
討
協
議
�
�スポーツ振興で元気なまち

地方の財政健全化法をどう考える
理不尽な制度だが、守らねばならない

厳しいまちの財政

問�

当
町
で
は
多
く
の
方

が
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ー
�
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

健
康
増
進
�
維
持
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
�
ン
形
成
の
機
会

と
し
て
の
生
涯
ス
ポ
ー
�
�
、

個
人
�
チ
ー
ム
で
目
標
を
持

ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
競
技
ス

ポ
ー
�
等
、
ス
ポ
ー
�
に
も

色
々
あ
る
。
競
技
ス
ポ
ー
�

は
与
謝
野
町
の
代
表
と
し
て

招
集
さ
れ
、
夜
間
練
習
�
休

日
等
に
遠
方
に
試
合
に
行
っ

た
り
、
ま
た
道
具
代
�
費
用

も
個
人
負
担
が
多
く
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
と
聞

い
て
い
る
。
町
で
も
体
協
�

各
種
競
技
団
体
に
ご
支
援
も

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
町
の

代
表
と
し
て
頑
張
る
方
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
気

持
ち
よ
く
競
技
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
「
ス
ポ
ー
�
振

興
支
援
補
助
金
（
仮
称
）」

と
称
し
別
枠
で
予
算
組
み
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問�

政
府
の
「
構
造
改
革
」

に
よ
っ
て
、
非
正
規

雇
用
が
増
え
、
貧
困
と
格
差

が
拡
大
、
医
療
・
年
金
・
介

護
な
ど
社
会
保
障
の
崩
壊
が

進
み
、
地
元
業
者
�
農
家
が

痛
め
ら
れ
、
地
域
経
済
が
深

刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
地
方
交
付
税
も
削
減
さ

れ
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

べ
き
市
町
村
は
財
政
危
機
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
米
国
と
日
本
財

界
い
い
な
り
の
政
治
が
あ
る
。

　

政
府
は
、
今
ま
で
ム
�
な

開
発
事
業
と
大
き
な
借
金
�

肩
代
わ
り
を
地
方
に
押
し
つ

け
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
反

省
も
せ
ず
、
今
度
は
財
政
健

全
化
を
義
務
�
け
、
�
ナ
ル

テ
ィ
ー
で
脅
す
こ
と
ま
で
す

る
財
政
健
全
化
法
を
つ
く
っ

た
。
そ
の
結
果
、
病
院
な
ど

を
抱
え
る
町
は
重
大
な
事
態

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
健
全
化
法
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

町
長�

厳
し
い
地
方
交

付

税

の

下

で
、

理
不
尽
な
制
度
と
思
う
が
、

首
長
と
し
て
財
政
健
全
化
は

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
住
民

ニ
ー
ズ
の
強
い
地
方
バ
ス
事

業
な
ど
は
、
町
民
生
活
を
守

る
立
場
で
進
め
る
、
こ
れ
が

私
の
姿
勢
。
交
付
税
措
置
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
地
方

債
を
発
行
し
て
何
で
も
�
る

こ
と
は
せ
ず
、
長
期
的
な
視

点
で
持
続
可
能
な
ま
ち
�
く

り
を
進
め
た
い
。

教
育
長�

競
技
ス
ポ
ー

�
の
現
状
は

技
術
の
�
イ
レ
ベ
ル
化
、
用

具
の
安
全
性
に
伴
う
高
級
化
、

そ
し
て
遠
征
等
競
技
者
の
負

担
も
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
は
競
技
ス
ポ
ー
�
だ
け

で
な
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
�
全

般
の
振
興
に
対
し
各
分
野
の

支
援
を
検
討
す
る
中
で
、
課

題
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た

い
。



一般質問　ここが聞きたい！

1�

介護保険制度見直しにむけて
できる支援で安心して住める町に

畠山 伸枝 議員

 毅 議員

�
�
�
再
開
�
見
通
�
�

�
月
�
�
�
再
開
�
�
�

再開が待たれるリフレかやの里

地域密着型介護施設

問�

リ
フ
レ
が
休
業
に
入

っ
て
５
カ
月
が
経
過

し
た
が
、
再
開
へ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

町
長�

現
在
、
内
部
で

再
開
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
が
施
設
利
用

の
方
針
を
固
め
、
指
定
管
理

者
を
選
定
す
る
手
続
き
を
考

え
る
と
、
休
業
か
ら
1
年
を

経
過
す
る
7
月
ま
で
の
再
開

を
目
標
に
し
た
い
。

問�

リ
フ
レ
シ
ュ
丹
後
の

破
綻
に
つ
い
て
の
見

方
は
。

町
長�

第
三
�
ク
タ
ー

の
会
社
に
対
し
、

ど
こ
ま
で
関
わ
り
を
持
つ
の

問�

二
度
の
見
直
し
で
、

大
き
く
悪
く
な
っ
て

い
る
。
老
人
�
ー
ム
な
ど
の

負
担
は
年
間
40
万
円
の
負
担

増
と
な
っ
た
。
低
賃
金
に
よ

る
人
手
不
足
も
深
刻
。

　

要
介
護
か
ら
要
支
援
に
な

っ
た
人
、
介
護
度
を
下
げ
ら

れ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
さ

れ
た
人
も
あ
る
。
介
護
の
抑

制
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

老
人
�
ー
ム
も
い
っ
�
い

で
、
３
カ
所
で
３
４
０
人
も

待
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
中

で
で
き
る
こ
と
は
。

町
長�

配
食
サ
ー
ビ
ス

で
安
否
の
確
認
。

介
護
用
品
支
給
事
業
な
ど
を

し
て
い
る
。
来
年
は
食
事
を

飲
み
込
み
�
す
く
す
る
「
食

事
補
助
剤
」
も
支
給
対
象
に

入
れ
た
い
。
老
人
�
ー
ム
は

作
れ
な
い
が
地
域
密
着
型
の

施
設
に
援
助
を
し
て
い
る
。

問�

来
年
ま
た
、
保
険
料

が
あ
が
る
の
で
は
な

い
か
と
、
皆
さ
ん
心
配
し
て

お
ら
れ
る
。
年
金
か
ら
天
引

き
で
き
な
い
低
所
得
の
人
も

あ
る
。
何
と
か
値
上
げ
し
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
京
都
市

は
わ
ず
か
だ
が
値
下
げ
の
意

向
だ
が
。

町
長�

高
齢
者
が
増
え
、

施
設
の
整
備
も

必
要
で
あ
り
、
保
険
料
の
上

が
る
要
素
ば
か
り
。

　

現
在
は
一
カ
月
４
１
０
０

円
だ
が
、
京
都
市
と
く
ら
べ

て
６
６
０
円
安
い
。
大
幅
ア

ッ
プ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
試

算
を
し
て
い
る
。

か
、
支
援
の
範
囲

に
つ
い
て
の
認
識

に
も
ズ
レ
が
あ
り
、

こ
の
点
で
の
行
き

違
い
が
生
じ
た
こ

と
も
一
つ
の
要
因

と
も
思
う
。

ど
う
観
光
に

　

活
�
�
�　
　

問�

ち
り
め
ん
街

道
の
国
指
定

か
ら
、
観
光
へ
の

期
待
に
つ
い
て
の

見
方
は
。　

教
育
長�

全
国
で
73
番

目
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
の
指
定
を
受

け
て
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
あ

る
が
、町
並
み
観
光
は
、日
々

の
暮
ら
し
の
場
に
観
光
客
が

入
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
好

き
な
方
が
�
っ
く
り
と
歩
か

れ
る
よ
う
な
観
光
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

収
蔵
庫
�
の
許
可
は

問�

屋
台
の
収
蔵
庫
の
改

修
の
許
可
が
難
し
い

と
聞
く
。

教
育
長�

現
状
保
存
物

件
の
改
造
な

の
で
、
全
国
の
保
存
地
区
の

建
物
の
形
状
変
更
へ
の
波
及

を
考
え
る
必
要
も
あ
り
、
文

化
庁
�
府
と
の
調
整
を
し
て

い
る
段
階
。
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織物技能訓練センター（野田川）

織物技能訓練センターの今後
商工会を中心にやる気の掘り起こしが必要

多田 正成 議員

多
�
�
方
�
利
用
�
�
�
�
�

谷口 忠弘 議員

丹海バスと連絡

問�

織
物
技
能
�
ン

タ
ー
と
し
て
業

界
の
活
動
拠
点
が
あ
る

が
、
新
た
な
織
物
振
興

支
援
制
度
が
で
き
な
い

か
。

町
長�

専
門
的
な

技
術
を
持

っ
た
方
々
の
商
品
開
発

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
施
設
設

置
条
例
の
目
的
に
は
、
訓
練
は

も
と
よ
り
相
談
指
導
な
ど
活
用

の
場
と
位
置
�
け
て
い
る
。

問�

業
界
が
特
別
厳
し
い
時

だ
け
に
限
界
も
感
じ
る

が
、
今
こ
そ
新
た
な
支
援
制
度

が
必
要
で
は
な
い
か
。

問�

運
行
に
あ
た
っ
て
利

用
促
進
策
を
何
か
考

え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。　

町
長�

特
に
は
な
い
が
、

試
乗
会
を
考
え

て
い
る
。

問�

地
元
商
店
�
�
イ
ル

と
協
力
し
、
買
い
物

さ
れ
る
方
へ
の
利
用
促
進
策

が
な
い
か
。

町
長�

今
後
検
討
し
た

い
。

問　

利
用
者
の
利
便
性

を
考
え
る
な
ら
、

な
�
日
曜
・
祭
日
・
年
末
を

運
休
日
と
し
た
の
か
。

町
長�

病
院
が
休
み
で

あ
り
休
日
は
家

族
の
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
考
慮
し
た
。

問�

こ
の
事
業
の
受
託
業

者
と
委
託
料
は
。

町
長�

丹
後
海
陸
交
通

�
で
、
委
託
料

は
約
１
千
５
０
万
円
。

問�

こ
の
事
業
の
収
支
は
。

町
長�

利
用
者
は
年
間

約
１
万
人
強
で
、

運
賃
収
入
は
約
２
百
万
円
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
本
事
業

に
つ
い
て
は
国
、
府
の
補
助

金
が
あ
り
大
き
な
赤
字
に
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問�

一
年
間
実
証
期
間
と

な
っ
て
い
る
が
、
検

証
項
目
は
。

町
長�

利
用
人
数
、
運

行
収
支
ま
た
�

イ
�
�
ル
ー
ト
な
ど
。

問�

検
証
協
議
は
、
運
営

協
議
会
と
聞
い
て
い

る
が
、
利
用
者
が
多
い
と
思

わ
れ
る
女
性
の
方
に
加
わ
っ

て
も
ら
う
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長�

そ
の
方
向
で
考

え
て
い
き
た
い
。

町
長�

合
併
に
よ
り

新

商

工

会

が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
機
業

部
会
も
あ
り
、
施
設
の

有
効
活
用
を
充
分
検
討

頂
き
活
用
を
願
い
た
い
。

支
援
は
�
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。

緊
急
経
済
対
策
�
問
う

問�

あ
ん
し
ん
借
換

制
度
が
実
態
と

合
わ
ず
融
資
が
受
け
に

く
い
。
中
小
零
細
企
業

は
１
２
５
０
万
円
ま
で

の
融
資
上
限
が
定
め
ら
れ
て

い
て
対
象
外
と
な
る
人
が
多

く
、
真
の
不
況
対
策
に
な
っ

て
い
な
い
。

町
長�

町
民
の
皆
さ
ん

と
気
持
ち
の
上

で
も
、
金
額
的
に
も
寄
り
添

え
る
所
が
な
か
な
か
な
い
。

問�

地
域
の
抱
え
る
問
題

点
の
実
態
を
よ
く
知

っ
た
上
で
制
度
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長�

今
す
ぐ
答
え
が

出

せ

な

い

が
、

調
査
研
究
、
不
況
対
策
の
た

め
、
庁
舎
内
で
も
対
策
を
立

て
て
い
き
た
い
。

地
域
�
足
�
�
�
町
営
�
�
運
行
間
近
�
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暮
�
�
�
営
業
�
支
援
策

暮らしの応援を

観光拠点は「リフレかやの里」
活性化につなげたい

田 博文 議員

今後の運営は？

野村 生八 議員

不
況
対
策
�
重
要
課
題

問�

悪
政
に
よ
る
大
不
況

か
ら
、
町
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
国
保
税
・

保
育
料
・
簡
易
水
道
料
金
の

引
下
げ
、
就
学
援
助
の
充
実
、

介
護
保
険
料
の
減
免
な
ど
暮

ら
し
の
支
援
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
国
・
府
の
補
助
事

業
を
利
用
し
、
雇
用
に
つ
な

が
る
施
策
を
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
時
で
は
な
い
か
。

　

特
に
、
来
年
度
実
施
予
定

の
地
域
情
報
化
約
20
億
円
は
、

地
域
の
仕
事
を
増
�
す
よ
う

知
恵
を
つ
く
し
た
取
り
組
み

を
求
め
る
。

問�

リ
フ
レ
か
�
の

里
の
再
開
時
期

は
。

町
長�

休
業
か
ら

1
年
を
経

過
す
る
7
月
に
は
再
開

し
た
い
。

問 
休
業
中
の
管
理
費
は
9
月

か
ら
3
月
ま
で
の
半
年
間

だ
。
本
気
で
営
業
再
開
す
る
気

は
あ
る
の
か
。

町
長�

今
ま
で
と
同
じ
施
設

と
し
て
残
す
の
か
も

含
め
、
慎
重
に
な
ら
�
る
を
え

な
い
。
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

問 

リ
フ
レ
は
町
の
観
光
拠
点

と
し
て
、
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
位
置
�
け
て
い
る
。

町
長 

町
�
く
り
の
大
事
な

拠
点
と
の
認
識
に
変

わ
り
は
な
い
。
幅
広
く
意
見
を

聞
き
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

予
算
編
成
は

問�

21
年
度
予
算
編
成
の
基

本
的
な
考
え
は
。

町
長 

行
革
大
綱
の
目
標
で

あ
る
20
億
円
の
削
減

と
、
事
業
に
メ
リ
�
リ
を
つ
け

る
こ
と
が
中
心
に
な
る
。　
　

　

町
長�

不

況

打

開

は

全

町
民
の
思
い
で
あ
り
、

取
り
組
む
べ
き
最
重

要
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
支
援
策
の
充

実
を
図
る
た
め
検
討

し
て
い
く
。

実
態
調
査
の
実
施
�

問�

実
態
を
ま
ず
知
る
こ

と
が
必
要
で
、「
暮

ら
し
と
営
業
の
実
態
調
査
」

の
実
施
を
。

町
長�

で
き
る
だ
け
早

く
手
が
け
た
い
。

問 

4
年
間
で
町
の
礎
を
築

き
た
い
と
発
言
さ
れ
て

い
る
。　
　

町
長 
今
後
の
町
�
く
り
を

推
進
し
て
い
く
基
盤

が
75
�
ぐ
ら
い
築
け
た
。

ア
ン
�
ー
ト
調
査
�

問 

住
民
の
意
向
調
査
を
ア

ン
ケ
ー
ト
で
取
る
べ
き

だ
。

町
長 

住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
も
地
域
に
よ
っ
て

違
う
。
職
員
が
地
域
に
出
向

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ

と
も
考
え
る
。

全
課
�
の
支
援
策
�

問�

全
課
で
の
取
り
組
み

を
。

町
長�

不

況

対

策

は
、

産
業
面
だ
け
で

な
く
行
政
全
体
で
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

全
課
を
上
げ
て
検
討
す
る
。

問�

21
年
度
予
算
は
、
財

政
出
動
も
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長�

こ
う
い
う
厳
し

い

状

況

で

は
、

そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
と
思
う
。

　

実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、

不
況
対
策
、
雇
用
促
進
な
ど

を
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
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研
修
報
告

野
田
川
改
修
�
下
流
部
�
遊
水
地
帯
必
要

浚
渫
計
画
�
�
�
残
土
処
分
場
必
要
性
�
認
識

浚渫で安心・安全なまちを

幸田町庁舎前

井田 義之 議

問�

上
流
部
の
改
修
が

着
々
と
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
比
例
す
る
よ
う

に
下
流
部
の
堆
積
は
目
に
余

る
。
一
気
水
も
増
え
国
道
も

時
々
通
行
止
め
と
な
る
。
以

前
、
町
内
に
適
地
が
あ
れ
ば

前
向
き
に
対
処
す
る
と
の
答

弁
も
あ
っ
た
が
。

�
町
内
に
尼
�
原
以
外
の
適

地
は
あ
る
の
か
。

�
町
外
で
処
分
場
の
交
渉
さ

れ
て
い
る
場
所
は
あ
る
の
か
。

�
下
流
地
住
民
の
心
痛
を
い

か
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
。

町
長�

尼
�
原
は
広
大

な
土
地
で
あ
り

相
当
量
の
処
分
が
可
能
だ
が
、

地
元
の
同
意
、
多
額
の
費
用

等
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

�
他
の
箇
所
は
調
査
し
て
な

い
。

�
土
木
事
務
所
の
情
報
だ
け

で
処
分
場
交
渉
し
て
い
な
い
。

�
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
予
防
対
策
が
必
要
。

グ
�
ン
�
�
ル

�
場
建
設

問�

阿
蘇
シ
ー
サ

イ
ド
�
ー
ク

の
一
部
を
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
と
し
、
ク

ア
�
�
ス
と
連
携
、

視
察
日　

　

平
成
20
年
11
月
20
・
21
日

視
察
先　

三
重
県
東
員
町

　
　
　
　

愛
知
県
幸
田
町

目
的　
　

議
会
広
報
の
編
集

に
つ
い
て

東
員
町

　

発
行
日
は
議
会
終
了
月
の

翌
月
の
第
1
金
曜
日
。
原
稿

の
締
め
切
は
質
問
日
の
翌
日

午
前
9
時
ま
で
に
提
出
。
予

算
・
決
算
は
広
報
委
員
が
メ

�
と
録
音
テ
ー
プ
を
も
と
に

記
事
を
絞
り
込
む
。
編
集
作

業
は
議
会
会
期
中
に
開
催
す

る
な
ど
、
広
報
委
員
会
中
心

に
運
営
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。「
議
会

広
報
申
し
合
わ

せ
」「
編
集
方
針
」

な
ど
も
整
理
を

さ
れ
て
い
た
。

幸
田
町

　

発
行
日
は
議

会

終

了

月

の

翌
々
月
の
1
日
。

　

一
般
質
問
の

質
問
原
稿
は
質

問
者
が
、
答
弁

原
稿
は
広
報
委

誘
致
客
に
よ
る
観
光
振
興
、

加
え
て
健
康
増
進
、
医
療
費

の
削
減
効
果
も
あ
る
。
18
年

６
月
議
会
で
質
問
し
た
が
そ

の
後
の
進
展
が
な
い
。

町
長�

現
在
の
芝
生
広

場
は
芝
生
が
長

く
転
圧
も
さ
れ
て
な
く
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
向
い
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。

　

現
在
測
量
中
の
都
市
機
能

用
地
は
コ
ー
ス
３
面
が
取
れ

る
広
さ
が
あ
る
。
今
後
整
備

委
員
会
な
ど
で
協
議
し
た
い
。

員
が
作
成
す
る
。
予
算
・
決

算
は
東
員
町
と
同
じ
く
メ
�

な
ど
で
原
稿
の
絞
込
み
を
さ

れ
て
い
た
。

�
�
�

　

「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん

で
い
る
か
な
ど
の
住
民
調
査

�
�
ー
�
ー
レ
ス
化
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
�
奨
励
賞

を
受
け
ら
れ
た
2
つ
の
町
を

視
察
に
行
き
、
今
後
の
編
集

作
業
に
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
。

東員町での研修風景

議会広報特別委員会
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桑飼保育所の紹介

　

私
の
趣
味
は
新
聞
等
へ
の
「
投
稿
」
と

「
�
ラ
�
ン
」
で
す
。
合
併
し
、新
し
い
「
与

謝
野
町
」
が
誕
生
し
た
と
き
、
私
に
で
き

る
何
か
が
な
い
だ
ろ
う
か
�
と
考
え
ま
し

た
。

　

そ
う
だ
投
稿
で
私
の
「
町
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
京
都
新
聞
へ
の
投
稿
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

06
年
４
月
11
日
付
「
�
ラ
�
ン
練
習
、

新
町
の
楽
し
み
」
で
は
、
山
あ
り
海
あ

り
の
当
町
の
色
々
の
コ
ー
ス
を
走
り
た
い

と
、
07
年
２
月
17
日
付
「
府
民
総
体
駅
伝
・

力
も
ら
っ
た
」
で
は
、
町
単
位
で
ト
ッ
プ
、

全
体
10
位
の
大
活
躍
を
書
き
ま
し
た
。

�

与
謝
野
町
字
岩
滝

　

水
上
省
悟

お知らせ
３月議会の予定

招集日　　　３月　２日

一般質問　　３月１１日

　　　　　　３月１２日

　　　　　　３月１３日

　桑飼保育園はハイハイをしている１０ヶ月

の乳児から就学前の５歳児まで、現在７５

名の子どもたちが元気に遊んでいます。

　元気な体、豊かな心を保育目標に、毎

朝全員で体操をしています。秋頃から０

歳、１歳児の子どもたちも曲に合わせて

体操らしき動きができるようになり、大

きい組の子達が、小さい子達の手をとっ

てやさしく一緒に動いている姿はとても

ほほえましいです。

　１２月は、発表会に向けての取り組み

で、幼児がひとつの目標に向かってみん

なでがんばりました。１月は、こままわ

し、かるたなど正月遊びを楽しみ、天気

のいい日は、戸外でかけっこ、ドッチボ

ールなどからだを

いっぱい動かして

遊びます。

　とっても元気な

こどもたち！！

大きく、大きく

おおきくなーれ！

　

07
年
８
月

15
日
付
「
国
定

公
園
指
定
、
大

変
う
れ
し
い
」

で

は
、

豊

か

な

植

物
、

雲

海
な
ど
大
江

山
連
峰
の
す

ば
ら
し
さ
を
、

07
年
10
月
12
日
付
「
あ
と
10
年
は
走
る
、
�

イ
�
ー
ス
で
」
で
は
、「
よ
さ
の
大
江
山
登

山
�
ラ
�
ン
」
で
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
千
葉

真
子
さ
ん
と
走
っ
た
楽
し
い
思
い
出
を
載
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
１
号

　

最
近
、
京
都
市
内
�
他
町
の
知
ら

な
い
方
か
ら
お
手
紙
�
電
話
で
当
町

の
こ
と
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

少
し
は
役
に
た
っ
て
い
る
の
か
な
�

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
�
と
り
の
小
さ
な
気
持

ち
が
�
が
て
予
想
も
つ
か
�
「
大
き

な
力
」
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま

す
。

　

町
民
が
与
謝
野
町
に
な
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
え
る
町
政
を
町
会
議
員
の

皆
さ
ん
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。


